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～ 印西市は今年 市制施行20周年 ～

企業のみなさんへ

　印旛地区水防管理団体連合会主催による水防演習が、
印西市大森地先の利根川河川敷で開催されます。
　水防団員、消防職員、防災関係機関の職員が、利根川
の増水を想定して堤防の亀裂、漏水などを防ぐ伝統的な
水防工法を実演します。
■時 5月28日（土）・午前10時～（荒天・災害時は中止）。
■場 大森地先利根川河川敷（中央公民館北側）。
■問 防災課防災班（緯内線452）。

演習では土手の
崩壊を防ぐさま
ざまな工法を実
演します（手前
はつなぎ縫い工
法）。　　

利根川の増水を想定
平成28年度水防演習を実施します

　
8
月
下
旬
に
開
催
す
る
、
市
制
施
行
　
周
年
記
念
花
火
大
会
に
当

20

た
り
、
市
で
は
、
企
業
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
寄
付
金
の
お
願
い

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　
■問 
経
済
政
策
課
地
域
資
源
振
興
班
（
緯
内
線
3
5
1
）。

市
制
施
行
　
周
年
記
念

20

 花
火
大
会
に
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す

 節
目
の
年
に

　
 　
飛
躍
を
誓
う

～
市
制
施
行
　
周
年
記
念
式
典
～

20

●１ 世界的ピアニスト中込多実子
さんがオープニングで曲を披露
●2 功労表彰を受けた小林小学校
少年少女消防隊の代表

　
印
西
市
市
制
施
行
　
周
年
記
念
式
典

20

を
4
月
　
日
に
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し

23

ま
し
た
。
式
典
に
は
千
葉
県
副
知
事
の

ほ
か
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
を
は
じ

め
、
近
隣
市
町
か
ら
も
多
く
の
首
長
が
出

席
。
市
民
の
み
な
さ
ん
と
節
目
の
年
を

祝
う
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け

て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、永
年
に
わ
た
り
市
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
2
2
2
人
、　
団
体
の
功
績

33

を
た
た
え
、功
労
者
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
込
多
実
子
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア

ノ
演
奏
や
印
西
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ

る
歌
声
、
印
旛
龍
凰
太
鼓
に
よ
る
勇
壮
な

太
鼓
の
音
が
式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た

（
表
彰
者
名
は
2
ペ
ー
ジ
に
記
載
）。　
　

式辞で市の飛躍を誓う板倉市長

美しいハーモニーを奏でた印西少年少女合唱団激しく燃え立つ打風の印旛龍凰太鼓
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－平成２８年５月１日現在－
（　）内は前月との比較

No．807
平成28年（2016）

5月１５日号

　松山下公園陸上競技場を会場に｢千葉県ラグビーまつ
りin印西｣を開催します。
■時 ６月１１日（土）・臼午後2時～、渦正午～。
■内 臼「KUBOTAスピアーズ」対「NECグリーンロケッツ」、
渦「流通経済大学」対「筑波大学」。※試合終了後にラグビー
フェスタオークションのファン交流会を予定。■費 無料。
■他 当日は、駐車場の混雑が予想されますので、公共交通機
関をご利用ください。詳しくは市ホームページを参照。
■問 スポーツ振興課振興班（緯碓４２ 8417）。

白熱のプレーに歓声
第26回千葉県ラグビーまつりin印西

市制施行
20周年
記念事業

●2 
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学
医
療
看
護
学
部
教
授
医
学
博
士
）。

■内 
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
食
中
毒
を
防

げ
る
の
か
学
び
ま
す
。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
5
月
　
日
峨
か
ら
電
話
ま
た
は
左

17

記
窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
中
央
公
民
館
。

レ
ッ
ツ
外
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス

■時 
6
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
正
午
。

30

10

■場 
小
林
公
民
館
。

■内 
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
ま
ま
ス

テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
踊
る
ベ
ビ
ー
ダ
ン

ス
で
す
。
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
、
育

児
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

■対 
市
内
在
住
の
親
子
（
4
カ
月
検
診

が
終
わ
り
、
首
が
座
っ
た
赤
ち
ゃ
ん

～
2
歳
児
）。

※
首
座
り
は
検
診
時
の
医
師
の
判
断

が
必
要
で
す
。

※
妊
婦
の
参
加
は
不
可
。

■定 
　
組
。

20

■費 
1
0
0
円
（
保
険
代
）。

■他 
バ
ス
タ
オ
ル
、抱
っ
こ
ひ
も
を
持
参
。

■申 
5
月
　
日
我
・
午
前
9
時
か
ら
電

18

話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
小
林
公
民
館
（
緯
碓97 
0
0
0
3
）。

第
　
回
脳
卒
中
市
民
公
開
講
座

15
■時 
6
月
4
日
臥
・
午
後
2
時
　
分
～

30

4
時
。 

■場 
日
本
医
科
大
学
看
護
専
門
学
校
講

堂
。

噛
講
師
…
鈴
木
 倫
保
 氏
（
山
口
大
学

み
ち
や
す

医
学
部
脳
神
経
外
科
学
教
授
）。

■内 
テ
ー
マ
「
怖
い
け
ど
知
り
た
い
脳

卒
中
の
話
」。

■費 
無
料
。

■申 
不
要
。

■問 
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
・

脳
神
経
外
科
（
緯
碓99 
1
1
1
1
嘩
）。

ア
ジ
サ
イ
咲
く

　
　
　
　
印
旛
地
区
を
歩
こ
う

■時 
6
月
　
日
蚊
・【
A
コ
ー
ス
】
午

12

前
　
時
～
午
後
0
時
　
分
、【
B

10

30

コ
ー
ス
】
午
前
　
時
～
午
後
3
時
　

10

30

分
。

■場 
印
旛
支
所
集
合
。

平成28年（2016）5月15日号（2）

■内 
【
A
コ
ー
ス
】
印
旛
支
所
→
松
虫

姫
公
園
→
松
虫
寺
→
杉
自
塚
→
萩
原

鳥
見
神
社
→
印
旛
支
所
（
約
7
娃
）、

【
B
コ
ー
ス
】
A
コ
ー
ス
に
続
き
、
昼

食
→
あ
じ
さ
い
通
り
→
宗
像
神
社
→

東
祥
寺
→
印
旛
支
所
（
約
　
娃
）。

11

■定 
合
わ
せ
て
　
人
。

50

■費 
3
0
0
円
（
保
護
者
同
伴
の
中
学

生
以
下
は
無
料
）。

■他 
飲
み
物
、
雨
具
、
B
コ
ー
ス
は
敷

物
、
昼
食
を
持
参
。

■申 
6
月
5
日
蚊
ま
で
に
、コ
ー
ス
名
、

氏
名
、住
所
、電
話
番
号
を
記
入
し
、

メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
ま

で
。

■問 
印
西
ふ
る
さ
と
案
内
人
協
会
・
井

越
（
緯
／
胃
碓46 
0
1
9
3
・
■メール in

za
ifu
ru
sato
@
y
ah
o
o
.co
.jp

）。

※
電
話
は
午
後
7
時
～
9
時
。

平
岡
伸
雄
プ
ロ
テ
ニ
ス
教
室

胸
印
西
市
テ
ニ
ス
連
盟
主
催
。

■時 
6
月
　
日
蚊
・【
臼
午
前
の
部
】午

19

前
9
時
～
　
時
、【
渦
午
後
の
部
】午

11

後
1
時
～
3
時
。

■場 
松
山
下
公
園
（
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
）。

■内 
元
日
本
ラ
ン
カ
ー
・
現
国
体
代
表

選
手
の
平
岡
伸
雄
氏
を
迎
え
、
テ
ニ

ス
の
練
習
方
法
を
学
び
ま
す
。

臼
中
級
ク
ラ
ス
の
各
シ
ョ
ッ
ト
基
本

練
習
な
ど
、
渦
ゲ
ー
ム
中
の
動
き
や

展
開
、各
シ
ョ
ッ
ト
の
応
用
編
な
ど
。

■対 
小
学
校
高
学
年
以
上
の
経
験
者
で
、

市
内
在
住
ま
た
は
市
テ
ニ
ス
連
盟
加

盟
者
。

■定 
臼
　
人
、
渦
　
人
。

10

40

■費 
5
0
0
円
（
参
加
費
、
当
日
集
金
）。

■申 
5
月
　
日
俄
ま
で
に
左
記
窓
口
ま

30

で
（
先
着
順
）。

■他 
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
・
シ
ュ
ー
ズ
を

持
参
。

■問 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
事
務
室

（
緯
碓42 
8
4
1
7
）。

【
特
別
功
労
表
彰
】

▼
五
十
嵐
勇
（
故
人
）
▼
大
澤
慶
巳

▼
佐
藤
榮
一
▼
山
﨑
山
洋
▼
吉
岡
敏

夫【自
治
功
労
表
彰
】

▼
青
山
幸
紀
▼
飯
塚
昭
一
▼
石
田
孝

一
▼
板
橋
睦
▼
岩
井
瀧
雄
▼
岩
井
義

夫
▼
岩
崎
成
子
▼
植
村
良
彦
▼
鵜
澤

茂
▼
大
澤
和
夫
▼
太
田
正
▼
大
塚
輝

男
▼
大
野
光
三
（
故
人
）
▼
小
川
勇

▼
小
川
義
人
▼
表
俊
一
郎
▼
織
原
拯

▼
金
丸
和
史
▼
河
合
榮
司
▼
川
村
一

幸
▼
菊
地
春
生
▼
軍
司
俊
紀
▼
小
林

信
善
▼
櫻
井
正
夫
▼
武
井
誠
▼
寺
田

朝
光
▼
冨
田
修
三
▼
流
田
晶
弘
▼
西

村
信
▼
前
田
完
一
▼
益
田
曉
子
▼
松

本
隆
志
▼
森
田
良
▼
山
口
進
▼
山
下

兼
男
▼
山
田
喜
代
子
▼
吉
野
文
好
▼

渡
邊
正
一

【
教
育
文
化
功
労
表
彰
】

▼
飯
塚
真
司
▼
五
十
嵐
和
子
▼
石
橋

仁
子
▼
板
倉
貴
久
惠
▼
一
島
正
真
▼

糸
井
裕
子
▼
岩
井
栄
▼
上
ノ
坊
真
▼

内
田
幸
子
▼
蛯
原
政
行
▼
大
野
容
子

▼
岡
庭
信
一
▼
小
川
君
子
▼
荻
原
弘

樹
▼
長
南
惠
美
子
▼
海
寳
隆
▼
香
取

輝
男
▼
亀
田
典
照
▼
鴨
井
久
博
▼
菊

地
克
巳
▼
菊
池
尚
子
▼
金
城
邦
彦
▼

久
山
登
▼
小
暮
文
秋
▼
小
松
光
美
▼

齋
藤
誠
一
▼
斉
藤
仁
▼
斉
藤
博
▼

佐
々
木
優
子
▼
颯
佐
春
美
▼
澤
田
雅

子
▼
荘
子
仁
智
▼
杉
田
茂
▼
鈴
木
光

子
▼
鈴
木
洋
一
▼
須
藤
和
子
▼
須
藤

正
和
▼
住
吉
和
夫
▼
高
瀬
寛
▼
髙
橋

惠
子
▼
髙
見
洋
一
▼
寳
田
萬
里
子
▼

田
中
菊
子
▼
谷
岡
芳
江
▼
土
屋
俊
夫

▼
土
屋
英
明
▼
鳥
羽
洋
志
▼
富
澤
孝

敏
▼
豊
田
邦
男
▼
永
山
天
祥
▼
奈
良

仲
哲
▼
本
郷
美
代
▼
間
野
政
勝
▼
宮

内
国
臣
▼
宮
本
幹
雄
▼
武
藤
正
凱
▼

村
上
登
志
子
▼
横
尾
淳
▼
吉
岡
惠
美

子
▼
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

学
部
▼
八
幡
神
社
獅
子
舞
保
存
会
▼

大
和
神
楽
保
存
会

【
社
会
福
祉
功
労
表
彰
】

▼
石
川
み
さ
ほ
▼
稲
葉
明
▼
大
久
保

欽
司
（
故
人
）
▼
大
越
学
▼
岡
庭
信

一
▼
荻
原
弘
樹
▼
小
名
木
茂
子
▼
小

畑
芙
佐
子
▼
川
合
博
▼
黒
田
寛
▼
小

林
重
芳
▼
白
石
登
志
子
▼
武
田
好
子

▼
谷
岡
芳
江
▼
鳥
羽
滿
▼
平
田
み
ゆ

き
▼
武
士
田
政
文
▼
保
坂
光
信
▼
堀

江
恭
一
▼
正
谷
惠
子
▼
宮
嶋
茂
▼
森

住
嚴
▼
山
﨑
一
枝
▼
大
和
雅
子
▼
湯

本
勝
人
▼
横
田
峰
子

【
保
健
衛
生
功
労
表
彰
】

▼
飯
塚
真
司
▼
岡
庭
信
一
▼
荻
原
弘

樹
▼
亀
田
典
照
▼
斉
藤
仁
▼
斉
藤
博

▼
白
澤
浩
▼
杉
田
茂
▼
鈴
木
光
子
▼

鈴
木
洋
一
▼
住
吉
和
夫
▼
関
正
男
▼

谷
岡
芳
江
▼
趙
載
煥
▼
土
屋
俊
夫
▼

土
屋
英
明
▼
永
山
天
祥
▼
奈
良
仲
哲

▼
宮
本
幹
雄
▼
湯
本
勝
人
▼
日
本
医

科
大
学
千
葉
北
総
病
院

【
産
業
経
済
功
労
表
彰
】

▼
板
橋
睦
▼
小
山
美
千
代
▼
篠
原
茂

▼
東
京
電
機
大
学
情
報
環
境
学
部
▼

吉
高
の
大
桜
を
守
る
会

【
防
犯
防
災
功
労
表
彰
】

▼
浅
野
彌
▼
荒
井
恒
嘉
▼
飯
髙
貞
克

▼
五
十
嵐
治
雄
▼
石
川
太
已
▼
石
橋

東
京
電
機
大
学
の
学
生
に
よ
る

       マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾

■時 
5
月
　
日
臥
、
6
月
4
日
臥
、　

28

11

日
臥
、　
日
臥
、
7
月
2
日
臥
・
午

18

前
　
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
4
時
。

10
※
時
間
内
は
自
由
に
入
退
室
で
き
ま

す
。

■場 
中
央
公
民
館
。

■内 
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
疑
問
に
学
生
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

■費 
無
料
。

■他 
パ
ソ
コ
ン
は
各
自
持
参
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
印
刷
不
可
。

■問 
中
央
公
民
館
（
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

健
康
を
考
え
る
講
座（
食
中
毒
編
）

■時 
6
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

11

10

■場 
中
央
公
民
館
。

噛
講
師
…
原
田
静
香
氏
（
順
天
堂
大

講
座
・
催
し

ゆ
う
子
▼
井
原
謙
一
▼
今
井
文
彦
▼

岩
崎
昭
司
▼
卯
田
和
子
▼
笈
川
光
枝

▼
大
菅
正
義
（
故
人
）
▼
大
塚
克
利

▼
大
森
初
枝
▼
小
川
幹
雄
▼
小
那
木

繁
子
▼
亀
島
正
道
▼
川
村
公
夫
▼
川

村
正
（
故
人
）
▼
川
村
秀
幸
▼
川
村

政
人
▼
木
村
功
▼
清
田
敏
子
▼
米
野

と
よ
子
▼
齊
藤
利
裕
▼
櫻
井
一
雄
▼

櫻
井
榮
▼
櫻
井
正
夫
▼
櫻
井
み
さ
を

▼
佐
々
木
光
子
▼
颯
佐
直
也
▼
篠
田

久
子
▼
篠
田
秀
明
▼
島
田
一
子
▼
新

海
文
子
▼
鈴
木
孝
夫
▼
砂
田
容
子
▼

髙
橋
勝
彦
▼
滝
沢
み
ち
子
▼
冨
井
庄

一
▼
富
井
康
夫
▼
内
藤
キ
ミ
子
▼
中

川
榮
▼
野
村
清
枝
▼
馬
場
廣
▼
林
良

子
▼
原
田
友
子
▼
引
田
智
子
▼
平
井

健
男
▼
藤
岡
勝
男
▼
布
田
朝
子
▼
保

科
忍
▼
増
田
仁
司
▼
松
村
憲
一
▼
三

門
忠
雄
▼
宮
澤
徳
昭
▼
宮
本
浩
▼
望

月
昇
治
▼
湯
浅
重
德
▼
湯
浅
緑
▼
横

尾
一
夫
▼
米
井
絹
惠
▼
和
田
弥
子
▼

渡
邊
勇
▼
渡
邊
惠
子
▼
渡
邊
恒
雄
▼

小
林
小
学
校
少
年
少
女
消
防
隊

【
善
行
表
彰
】

▼
落
合
初
美
▼
角
頼
秀
行
▼
角
田
桐

花
 ▼
西
田
久
子
▼
武
藤
喜
正
（
故

人
）
▼
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ

ド
▼
浦
幡
新
田
公
園
の
緑
を
守
る
会

▼
ガ
ー
デ
ン
新
鮮
組
▼
ガ
ー
デ
ン
ハ

ウ
ス
木
刈
自
治
会
▼
木
下
東
皐
月
会

▼
木
下
万
葉
公
園
後
援
会
▼
木
刈
四

丁
目
自
治
会
▼
結
縁
寺
町
内
会
▼
古

新
田
町
内
会
▼
コ
ロ
ネ
ー
ド
原
山
町

内
会
▼
桜
苑
西
の
原
自
治
会
▼
サ
ン

ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会

社
▼
西
部
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
▼
有
限
会
社
綜
合
環
境
サ
ー
ビ
ス

▼
高
花
コ
ス
モ
ス
会
▼
高
花
五
丁
目

清
掃
会
▼
高
花
三
丁
目
自
治
会
▼
高

花
二
丁
目
北
自
治
会
▼
七
畝
割
町
内

会
▼
西
印
旛
農
業
協
同
組
合
▼
花
の

会
▼
原
山
中
央
自
治
会
▼
東
日
本
貯

金
事
務
計
算
セ
ン
タ
ー
▼
一
般
財
団

法
人
藤
本
武
弘
育
英
会
▼
北
総
ふ
れ

あ
い
の
里
・
笑
呼
ネ
ッ
ト
▼
発
作
上

町
内
会
（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）

市
制
施
行
　
周
年
記
念

20

                      市
政
功
労
受
賞
者

　「ミニバドミントン」・「ワンバウンドふらばーるバレー
ボール」を紹介します。とても楽しいスポーツなので、ぜ
ひ参加してください。
■時 5月 20日（金）、27日（金）、6月 3日（金）、10日（金）、17
日（金）・午後7時～9時。
■場 小倉台小学校体育館…5月20日（金）、27日（金）。
内野小学校体育館…6月3日（金）、10日（金）、17日（金）。
■対 小学1年生以上（小学生は保護者同伴）。
■費 無料。
※運動のできる服装で体育館シューズ、着替え、飲み物な
どを持参。
■申 当日会場で。
■他 人数によっては開催できない種目もあります。
■問 スポーツ振興課振興班（緯碓42 8417）。

ス
ポ
ー
ツ

ニュースポーツ教室開ニュースポーツ教室開催催
 スポーツ推進委員連絡協議会

パート英

子どもたちに人気のワンバウンドふらばーるバレーボール

板倉市長から特別功労表彰を
受ける吉岡敏夫氏



■時 日時   ■場 会場   ■内 内容   ■対 対象   ■定 定員   ■費 参加費  ■申 申し込み  ■問 問い合わせ   ■ＨＰ ホームページ   ■メール メールアドレス   ■他 そのほか   ■携 携帯電話凡例

■時 
6
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
正
午
。

22

10

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

噛
講
師
…
大
内
智
子
氏
（
ア
ロ
マ
セ

ラ
ピ
ス
ト
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
5
0
0
円
（
参
加
費
）。

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着

順
）。

■他 
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
を

持
参
。

■問 
社
会
福
祉
協
議
会
（
緯
碓42 
0
2
9

4
）。

児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届

　
　
　
　
  の
提
出
は
6
月
中
に

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給
し

て
い
る
人
に
、
現
況
届
に
関
す
る
書

類
を
5
月
　
日
俄
に
郵
送
し
ま
す
。

30

　
こ
の
届
は
、
6
月
1
日
の
状
況
を

確
認
し
、
引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ

る
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

■問 
特
定
非
営
利
法
人
 秋
桜
 （
印
西
市

こ
す
も
す

認
知
症
カ
フ
ェ
事
業
受
託
事
業
者
・
 

緯
碓97 
5
5
3
5
）。　

認
知
症
講
演
会

～
N
P
O
法
人
秋
桜

　
　
　
周
年
記
念
公
開
講
座
～

15

■時 
5
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
～
3
時
。

29

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

噛
講
師
…
上
野
秀
樹
氏
（
敦
賀
温
泉

病
院
医
師
、
内
閣
府
障
が
い
者
政
策

委
員
会
委
員
）。

■内 
テ
ー
マ
「
認
知
症
を
理
解
し
て
、

暮
ら
し
や
す
い
街
を
」。

■対 
ど
な
た
で
も
。

■定 
1
0
0
人
。

■費 
無
料
。

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
へ（
先
着
順
）。

■問 
特
定
非
営
利
法
人
 秋
桜
 （緯
碓97 
5

こ
す
も
す

5
3
5
）。 

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

  ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
開
催

　
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
手
法
を
習

得
し
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
高

齢
者
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■定 
　
人
。

20
■費 
無
料
。

■他 
参
加
す
る
際
は
、
必
ず
主
治
医
の

同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。

■申 
6
月
3
日
画
ま
で
に
電
話
で
左
記

ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
支
援

班
（
緯
内
線
2
6
8
）。

認
知
症
カ
フ
ェ

　
～
第
1
回
い
ん
ざ
い

　
　
　
　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
～

　
認
知
症
の
人
と
家
族
、
地
域
住
民
、

専
門
職
の
誰
も
が
参
加
で
き
集
う
場

で
す
。
み
な
さ
ん
で
情
報
交
換
を
し

た
り
、
日
々
の
生
活
で
心
配
な
こ
と

な
ど
を
相
談
し
た
り
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
と
楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

■時 
5
月
　
日
峨
・
午
後
2
時
～
4
時
。

31

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

■対 
認
知
症
の
人
と
そ
の
ご
家
族
、
認

知
症
に
関
心
の
あ
る
人
。

■定 
　
人
（
認
知
症
の
人
　
人
程
度
を

30

10

含
む
）。

■費 
一
人
2
0
0
円
（
参
加
費
）。

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
へ
。

医
師
に
よ
る

　
　
　
　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
精
神
的
な
悩
み
な
ど
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
は
秘
密
厳

守
し
ま
す
。

■時 
6
月
2
日
牙
・
午
後
2
時
～
4
時
。

■場 
市
役
所
1
階
相
談
室
。

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
ま
で
。

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
支
援

班
（
緯
内
線
2
6
8
）。

こ
こ
ろ
の
整
理
術

■時 
臼
6
月
9
日
牙
、
渦
6
月
　
日
牙
、

23

嘘
7
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
　
分
～

12

30

　
時
　
分
（
全
3
回
）。

11

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

噛
講
師
…
土
屋
徹
氏
（
O
f
f
i
c

e
夢
風
舎
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ナ
ー
ス

＆
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）。

■内 
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。

■対 
　
歳
～
　
歳
代
の
う
つ
病
で
困
っ

20

40

て
い
る
人
と
そ
の
家
族
。

（3）平成28年（2016）5月15日号

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
6
月

分
以
降
の
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
は
所
属
庁
か
ら
支
給
さ
れ

る
た
め
職
場
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■申 
6
月
　
日
牙
ま
で
に
添
付
書
類
を

30

添
え
て
左
記
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
8
）。

　

　4月10日に松山下公園総合体育館サブアリーナで、川
上消防団長から新役員175人、新入団員23人に辞令が交
付されました。
【平成28年度印西市消防団幹部】
▼団長…川上賢二▼副団長…宮本浩（第1方面隊長）、岩
﨑茂行（第2方面隊長）、冨井庄一（第3方面隊長）、石川
太已（第4方面隊長）▼第1方面隊本部付分団長…井原謙
一、川村政人、篠田秀明、鈴木正裕▼第2方面隊本部付分
団長…鈴木和磨、齊藤利裕▼第3方面隊本部付分団長…宮
澤徳昭、柴倉良男、櫻井一雄、篠田隆巳▼第4方面隊本部
付分団長…颯佐直也、五十嵐淳、森田伊和。
▼第1分団分団長…伊藤達也▼第2分団分団長…竹内俊一
▼第3分団分団長…松田大治▼第4分団分団長…大野幸男
▼第5分団分団長…恩田雅晴▼第6分団分団長…土屋亮▼
第7分団分団長…今井功▼第8分団分団長…鵜澤和也▼第
9分団分団長…平山順一▼第10分団分団長…石橋壮▼第
11分団分団長…間
野宏▼第12分団分
団長…稲葉正幸▼
第13分団分団長…
岩井勝利▼第14分
団分団長…服部裕
司（敬称略）。
■問 防災課防災班（緯
内線453）。

※
各
種
割
引
は
文
化
ホ
ー
ル
ま
で
。
■問 
文
化
ホ
ー
ル
（
緯
碓４２ 
8
8
1
1
）。

5/29
（日）

文
化
ホ
ー
ル
映
画
会
「
武
士
の
献
立
」

胸
監
督
…
朝
原
雄
三
。

胸
出
演
…
上
戸
彩
、
高
良
健
吾
、
西

田
敏
行
ほ
か
。

■時 
5
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
開
演
。

29

■費 
無
料
（
要
整
理
券
）。

■申 
5
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
か
ら
文

15

化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、
中
央
駅
前

地
域
交
流
館
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
そ
う
ふ
け
ふ

れ
あ
い
の
里
で
整
理
券
配
布
。

地域福祉計画策定のため

子
育
て

　「第3次印西市地域福祉計画」の策定にあ
たり、市民のみなさんの地域との関わりや
福祉サービスなどに対する意向などを把握
するため、アンケート調査を実施します。　
　調査は、市内在住者から3,000人を無作
為に抽出し、5月下旬に調査票を発送する
予定です。
調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお
願いします。
■問 社会福祉課厚生班（緯内線255）。

　
江
戸
時
代
に
自
由
を
唱
え
1
0
0

年
先
を
予
感
し
た
源
内
が
追
い
か
け

た
夢
。
未
来
よ
や
っ
て
来
い
外
過
去

は
変
え
ら
れ
ぬ
、
今
も
ま
ま
な
ら
ぬ
。

た
だ
ひ
と
つ
、
人
の
チ
カ
ラ
で
未
来

は
変
え
ら
れ
る
。

　
夢
は
追
う
事
に
意
味
が
あ
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
才
能
を
発
揮
し
、
日
本
の

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ビ
ン
チ
と
称
さ

れ
る
平
賀
源
内
の
奇
想
天
外
な
物
語

が
こ
こ
に
。

■時 
7
月
　
日
蚊
・
午
後
3
時
開
演
。

17

■費 
3
街
5
0
0
円
、子
ど
も（
高
校
生

ま
で
）1
街
5
0
0
円（
全
席
指
定
）。

※
障
が
い
者
割
引
有
り
。

※
未
就
学
児
入
場
不
可
。

■申 
チ
ケ
ッ
ト
は
、
5
月
　
日
臥
か
ら

28

文
化
ホ
ー
ル
、
イ
ー
プ
ラ
ス
（
■ＨＰ h

t
tp
://e
p
lu
s.jp
/

）
で
販
売
開
始
。

※
販
売
初
日
は
一
人
6
枚
ま
で
。
残

券
が
あ
る
場
合
は
、
5
月
　
日
峨
か

31

ら
電
話
予
約
可
。

7/17
（日）

～
市
制
　
周
年
記
念
事
業
～

20

わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
げ
ん
な
い
」

印西市消防団辞令交付印西市消防団辞令交付式式
福
祉

市民アンケートに
ご協力ください

～子どもたちや子育てに悩む保護者の～子どもたちや子育てに悩む保護者の   
SOSの声をいちはやくキャッチ     SOSの声をいちはやくキャッチ～～

189番にかけるとお近くの児童相談所につながります
※通話料がかかります

　平成28年熊本地震で大きな被害のあった、益城町へ救援物資を送り
ました。救援物資はアルファ化米5,000食、飲料水1,200リットルを
配送しました。
　4月22日に印西を出発したトラックは23日に現地へ到着。救援物資
の受け付け拠点となるJAの集配センターで担当者に引き継がれました。
■問 防災課防災班（緯内線452）。

早期復興を願って
熊本県益城町へ救援物資を届けました

方面隊を統括する本部付分団長にも
辞令が交付されました

▼市職員による救援物資の
積み込み作業

▲救援物資の配送を託す板倉市長



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

保
育
園
非
常
勤
職
員
（
登
録
制
）

胸
勤
務
時
間
…
臼
平
日
・
午
前
7
時

～
午
後
7
時
、
土
曜
日
・
午
前
7
時

～
午
後
5
時
の
間
で
、
一
日
7
・
5

時
間
程
度
。
ま
た
は
一
日
6
時
間
程

度
、
週
　
時
間
未
満
、
渦
平
日
・
午

20

前
7
時
～
9
時
　
分
、
午
後
4
時
～

30

7
時
の
延
長
保
育
時
間
。

※
園
の
状
況
に
よ
り
勤
務
時
間
が
多

少
異
な
り
ま
す
。

胸
賃
金
…
時
給
【
保
育
士
】
1
街
1

0
0
円
、【
看
護
師
】
1
街
2
5
0
円
、

【
資
格
の
な
い
人
】
9
5
0
円
。

■場 
市
立
保
育
園
。

■内 
保
育
に
関
す
る
こ
と
。

■対 
臼
保
育
士
ま
た
は
看
護
師
の
資
格

を
持
ち
、
健
康
で
保
育
の
仕
事
に
情

熱
が
あ
る
人
、
渦
健
康
で
保
育
の
仕

事
に
情
熱
が
あ
る
人
（
保
育
士
の
資

格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）。

■申 
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
左
記
ま

で
持
参
。

■問 
保
育
課
保
育
班（
緯
内
線
2
2
3
）。

学
童
保
育
指
導
員
（
登
録
制
）

胸
賃
金
…
時
給
9
2
0
円
。

市
職
員

　
平
成
　
年
度
市
職
員
採
用
上
級
試

28

験
（
印
旛
郡
市
職
員
採
用
共
同
試

験
）
を
実
施
し
ま
す
。

■時 
7
月
　
日
蚊
。

24

■場 
東
京
学
館
高
等
学
校（
酒
々
井
町
）。

■申 
5
月
　
日
峨
～
6
月
　
日
画
（
消

31

17

印
有
効
）
に
申
込
書
を
左
記
ま
で
郵

送
ま
た
は
持
参
。

※
申
込
書
は
5
月
　
日
画
か
ら
総
務

20

課
、
各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館
、
中

央
駅
前
地
域
交
流
館
で
配
布
。

胸
募
集
職
種
な
ど
…
左
表
を
参
照
。

■問 
総
務
課
人
事
職
員
班
（
緯
内
線
4

3
3
）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

平成28年（2016）5月15日号（4）

パート衛

猿
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

「
ツ
イ
ン
ク
ル
」
会
員
募
集

■時 
毎
週
月
曜
日
・
午
後
1
時
　
分
～

30

3
時
　
分
。

30

■場 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
ほ
か
。

■内 
世
界
各
国
の
踊
り
を
楽
し
み
ま

す
。

■他 
動
き
や
す
い
服
装
、
靴
を
持
参
。

■問 
鈴
木
（
緯
碓46 
1
6
7
2
）・
小
谷

（
■携 
0
7
0
―
6
4
5
7
―
7
9
7

4
）。

猿
一
緒
に
英
会
話
の
レ
ッ
ス
ン

を
し
ま
せ
ん
か
？

■時 
木
曜
日
（
月
3
回
～
4
回
）・
午

前
　
時
～
正
午
。

10
■場 
牧
の
原
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ほ
か
。

■対 
ど
な
た
で
も
。

■内 
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
を
迎
え
て
少
人

数
で
日
常
英
会
話
を
学
び
ま
す
。

■費 
年
会
費
、
参
加
費
有
り
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
T
E
A
M
　
K
F
（
■携 
0
9
0
―

6
1
4
0
―
8
5
1
1
・
■メール m

arir
in
9
9
@
se
a.p
lala.o

r.jp

）。

猿
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
会
員
募

集■時 
毎
週
月
曜
日
・
正
午
～
3
時
（
月

2
回
は
講
師
の
指
導
有
り
）。

■場 
小
室
公
民
館
（
白
井
市
）。

■内 
シ
ニ
ア
世
代
中
心
の
サ
ー
ク
ル
で
、

み
ん
な
で
合
奏
を
楽
し
み
ま
す
。

■費 
3
街
5
0
0
円
（
月
会
費
）。

■問 
こ
む
ろ
ん
ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル
・
後

藤
（
■携 
0
8
0
―
1
2
4
8
―
7
4

7
4
）。

猿
内
野
シ
ャ
ー
ク
ス
部
員
募
集

■時 
臼
土
曜
、
日
曜
日
、
祝
日
・
午
前

9
時
～
午
後
5
時
。

■場 
原
山
、
高
花
小
学
校
校
庭
。

■費 
2
街
5
0
0
円
（
月
会
費
）。

■他 
毎
週
第
一
土
曜
日
に
体
験
会
を
開

催
。

■問 
内
野
シ
ャ
ー
ク
ス
・
森
（
■メール u

ch

in
o
.sh
ark
s@
g
m
ail.co

m

）。

猿
「
戸
神
あ
お
ぞ
ら
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
会
」
会
員
募
集

■対 
中
央
南
、
中
央
北
、
武
西
、
戸
神

台
、
戸
神
地
区
の
人
。

■内 
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通
じ
健
康
増
進
、

介
護
予
防
、
会
員
の
親
睦
を
図
り
ま

す
。

■費 
2
街
0
0
0
円
／
年（
協
会
費
含

む
）。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
高
橋
（
緯
碓47 
4
2
2
7
）・
小
田

（
緯
碓47 
2
3
0
3
）。

猿
早
朝
太
極
拳

■時 
毎
週
水
曜
、
金
曜
日
・
午
前
6
時

　
分
～
　
分
。

30

45

■場 
浅
間
山
公
園
（
小
林
）。

■対 
ど
な
た
で
も
。

■費 
無
料
。

■申 
不
要
。

■問 
加
藤
東
司
（
緯
碓97 
3
7
1
4
）。

猿
S
I
N
C
S
「
田
中
正
也
×

木
野
雅
之
 初
夏
の
調
べ
」

■時 
6
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
～
。

25

■場 
白
井
市
文
化
会
館
。

■内 
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏
。

シ
ャ
コ
ン
ヌ
（
ヴ
ィ
タ
ー
リ
）、
序
奏

と
ロ
ン
ド
カ
プ
リ
チ
オ
ー
ソ
（
サ
ン

サ
ー
ン
ス
）
ほ
か
。

■費 
2
街
0
0
0
円
（
全
席
自
由
、
事

前
予
約
可
、
当
日
券
有
り
）。

■問 
S
I
N
C
S
白
井
自
然
と
芸
術
文

化
の
会
事
務
局
・
平
田
（
■携 
0
8
0

―
4
7
2
7
―
8
7
1
8
・
■メール sin

c
s_sin

cs@
y
ah
o
o
.co
.jp

）。

猿
わ
か
り
や
す
い
老
人
ホ
ー
ム

選
び

■時 
5
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

22

30

4
時
。

■場 
柏
市
中
央
公
民
館
。

■内 
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
賢
い
選

び
方
を
学
び
ま
す
。

■定 
　
人
程
度
。

70
■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
東
葛
年
金
サ
ポ
ー
ト
（
■携 
0
8
0

―
6
6
1
4
―
7
0
1
0
）。

個別事項受験資格人員職種
【一般行政上級】別枠
で、身体障害者手帳
の交付を受け、その
障害の程度が1級か
ら6級までの人で自
力で通勤ができ、職
務の遂行に介護者を
必要とせず、活字印
刷文の出題に対応で
きる人。

昭和61年4月2日から平成7年4月1日までに生まれた人
（学歴は問いません）。または、平成7年4月2日以降に生ま
れ、学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）を卒業した人
（平成29年3月までに卒業する見込みの人を含む）。

15人
程度

一般
行政
上級

昭和56年4月2日から平成7年4月1日までに生まれた人
（学歴は問いません）。または、平成7年4月2日以降に生ま
れ、学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）を卒業した人
（平成29年3月までに卒業する見込みの人を含む）。

若干名

土木
上級

建築
上級

あなたの力を印西市で生かしませんか

　6月からの利用者を募集します。ふるさと農園では採れたての野菜を味わえ
るだけでなく、自分の手で野菜を土から育てる喜びを感じられます。この機会
にふるさと農園で土や緑とふれあい、生きがいをつくってみませんか。
胸利用期間…6月1日（水）～平成29年3月31日（金）。
胸区画面積…約30㎡。
胸募集区画数…15区画程度。
胸利用料金…6月からの利用で
4, 500円／1区画（年間）。
■場 草深東内川171ほか。
■対 市内在住の人。
■申 電話または下記窓口まで（先
着順）。
■問 農政課振興班（緯内線376）。 自分で育てた野菜はおいしさも格別

野菜を育ててみませんか

　市では、地球温暖化や省エネルギー対策の
ためグリーンカーテン用のゴーヤ、アサガオ
などのタネを配布します。グリーンカーテ
ンは日差しをさえぎるだけでなく、葉の蒸散
作用で室温を下げる効果もあり、エアコンの
使用時間を減らしたり、設定温度を高めに設
定できます。また、建物に熱を蓄積させない
ためヒートアイランド現象の緩和も期待で
きます。※無くなり次第終了。
■場 市役所、各支所・出張所・公民館。
■問 環境保全課環境保全班（緯内線364）。

この夏、グリーンカーテン作りに挑戦しよこの夏、グリーンカーテン作りに挑戦しようう

グリーンカーテン用のタグリーンカーテン用のタネネ
無料配無料配布布

草深ふるさと農園

　消防団は市町村の消防機関で、地域の安全・安心のため、なくてはならな
い存在です。団員は普段は別の仕事をしながら非常勤特別職の地方公務員と
して活動しています。女性消防団は防火予防の啓発を中心に活動しています。
猿活動内容
　臼防火予防啓発の広報活動、渦消防団の各種行事への参加、嘘防火、初期
消火などに対する住民、自主防災組織などへの啓発指導など。
猿任用基準
　臼市内在住、在勤または市に近接する地域に在住し消防団活動に従事でき
ると認められる人、渦年齢18歳以上、嘘健康で意志が固い人。
猿報酬
　市消防団の設置、消防団員の定員、任免、
服務等に関する条例に基づき支給されます。
■定 20人。
■申 6月17日（金）までに履歴書を下記まで
提出。※決定は後日通知。
■問 防災課防災班（緯内線454）。

女性消防団員急募！

AEDの使い方を教える女性消防団員

募
集

■時 
通
常
下
校
時
～
午
後
7
時
。
土
曜

日
と
夏
休
み
な
ど
は
、
午
前
8
時
～

午
後
7
時
（
一
日
6
時
間
程
度
）。

■場 
市
内
学
童
ク
ラ
ブ
。

■対 
保
育
に
対
す
る
理
解
が
深
く
、
熱

意
の
あ
る
人
。

■申 
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
と
登
録
用

紙
を
左
記
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
登
録
用
紙
は
保
育
課
窓
口
で
配
布

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）。

■問 
保
育
課
管
理
班（
緯
内
線
2
2
4
）。

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
受
講
者

■時 
6
月
　
日
我
、　
日
牙
・
午
前
9

29

30

時
　
分
～
午
後
5
時
。

30
■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
。

■対 
印
西
地
区
消
防
組
合
管
内
（
印
西

市
、
白
井
市
）
に
在
住
、
在
勤
の
人

で
、
防
火
管
理
者
に
選
任
予
定
の
人
。

■定 
　
人
。■費 
3
街
6
5
0
円（
教
本
代
）。

80
■申 
6
月
1
日
我
～
3
日
画
・
午
前
9

時
～
午
後
5
時
に
申
請
書
と
受
講
票

（
そ
れ
ぞ
れ
2
枚
ず
つ
写
真
貼
付
）

を
左
記
ま
で
持
参
（
先
着
順
）。

※
申
請
書
、受
講
票
は
消
防
本
部
予

防
課
、管
内
の
消
防
署
で
配
布（
消
防

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）。

■問 
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予

防
課（
〒
2
7
0
―
1
3
8
7
印
西

市
牧
の
原
2
―
3
・
緯
碓46 
9
9
7
1
）。



■時 日時   ■場 会場   ■内 内容   ■対 対象   ■定 定員   ■費 参加費  ■申 申し込み  ■問 問い合わせ   ■ＨＰ ホームページ   ■メール メールアドレス   ■他 そのほか   ■携 携帯電話凡例

会
を
開
催
し
ま
す
。
見
学
自
由
。

■時 
【
成
果
報
告
会
】
5
月
　
日
臥
、

28

【
公
開
審
査
会
】
6
月
4
日
臥
・
午

前
　
時
～
午
後
0
時
　
分
。

10

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
。

■問 
千
葉
銀
行
信
託
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
部
公
益
信
託
担
当
（
緯
0
4
3
―

3
0
1
―
9
2
6
9
）・
市
民
活
動

推
進
課
市
民
活
動
支
援
班
（
緯
内
線

3
4
3
）。

狩
猟
免
許
（
わ
な
猟
）
取
得
に

補
助
金
が
出
ま
す

　
市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
捕
獲
従
事
者
を
確
保

す
る
た
め
、
新
規
で
狩
猟
免
許
（
わ

な
猟
）
を
取
得
す
る
人
に
、
要
し
た

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■対 
市
が
行
う
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
の

従
事
者
。

■他 
狩
猟
免
許
試
験
の
日
程
や
申
込
方

法
な
ど
は
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
農
政
課
農
政
班（
緯
内
線
3
7
2
）。

　千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
動
物
愛
護
事
業

怯
犬
の
し
つ
け
方
教
室

【
基
礎
講
座
】

■時 
6
月
　
日
蚊
、
7
月
　
日
我
、
8

12

20

月
　
日
我
・
午
後
0
時
　
分
～
2
時
。

17

30

■定 
　
組
。

30
■費 
無
料
。

■申 
随
時
（
先
着
順
、
予
約
制
）。

【
実
技
講
座
】

■時 
6
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
～
4
時
、

12

7
月
　
日
牙
、
8
月
　
日
牙
・
午
前

21

18

9
時
　
分
～
　
時
　
分
。

30

11

30

■定 
　
組
。

30
■費 
3
街
2
4
0
円
（
受
講
料
）。

■申 
随
時
（
先
着
順
、
予
約
制
）。

※
実
技
講
座
は
　
千
葉
県
動
物
保
護

（公財）

管
理
協
会
が
開
催
。

怯
パ
ピ
ー
ク
ラ
ス

　
子
犬
同
伴
で
参
加
で
き
る
飼
い
方

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

28

の
会
期
は
5
月
　
日
俄
～
6
月
　
日

30

22

我
の
予
定
で
す
。開
催
日
程
は
事
前
に

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
7
）。

公
益
信
託
印
西
市

　
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド

　
　
成
果
報
告
会
、公
開
審
査
会

　
公
益
信
託
印
西
市
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
で
は
、
印
西
市
を
住
み
よ

い
ま
ち
、
豊
か
な
地
域
社
会
に
す
る

た
め
に
取
り
組
む
市
民
活
動
団
体
に

対
し
、
活
動
資
金
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
　
年
度
の
助
成

27

団
体
に
よ
る
活
動
の
成
果
報
告
会
と
、

平
成
　
年
度
応
募
団
体
の
公
開
審
査

28

　
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い

善
意
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■時 
5
月
　
日（
金
）・
午
前
　

20

10

時
～
　
時
　
分
、午
後
1
時

11

45

～
4
時
。

■場 
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
。

※
安
全
な
血
液
供
給
の
た
め

献
血
条
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
健
康
増
進
課（
中
央
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）（
緯
碓42 
5
5
9

5
）・
千
葉
県
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
推
進
課（
緯
0
4
7

―
4
5
7
―
9
9
2
7
）。

　一
般
質
問
が
閲
覧
で
き
ま
す

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

28

で
予
定
し
て
い
る
一
般
質
問
（
個

人
）
が
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
左
記
窓

口
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

胸
閲
覧
開
始
日
…
5
月
　
日
峨
を
予
定
。

24

※
予
定
日
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

胸
閲
覧
場
所
…
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
1
階
）
▼
各
支
所
・
図
書
館
。

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
7
）。

請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期
限

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

28

に
か
け
る
請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期

限
は
、
5
月
　
日
画
の
正
午
で
す
。

20

※
提
出
す
る
場
合
は
事
前
に
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
7
）。

　
　
　
　市では、ごみのないきれいな街づくりを進
めるために、毎月第1月曜日を「クリーン印
西推進デー」と定めています。
　町内会・自治会、高齢者クラブ、子ども会
などの各団体にご協力いただき、公共の場所
で散乱ごみの回収活動を実施しています。実
施日は各団体で決めています。
　【散乱ごみはみんなの意識で減
らせます】
　私たちの住んでいる周辺の道端で、空き缶やペットボトル、タバコの吸い殻などが散乱し
ている風景を目にすることがあります。
　これらは、道を歩いていて捨てられたものや車の窓から捨てられたものがほとんどです。
　こうした散乱ごみを減らすため、一人ひとりが「自分のごみは自分の手で」という意識
を常にもち、決められた場所以外にごみを捨てないことが大切です。
■問 クリーン推進課不法投棄対策班（緯内線385）。

　印西市地域防災計画の修正に伴い、市内の指定避難所と特別避難所
を、次のとおり指定・解除しました。

教
室
（
全
2
回
）。

■時 
5
月
　
日
臥
、
6
月
　
日
臥
、
7

21

25

月
　
日
蚊
、
8
月
　
日
臥
、
9
月
　

24

20

24

日
臥
・
時
間
応
相
談
。　

■費 
無
料
。

■申 
随
時
（
予
約
制
）。

怯
譲
渡
会

　
セ
ン
タ
ー
の
成
犬
・
成
猫
・
子
猫

を
譲
渡
し
ま
す
。

■時 
5
月
　
日
臥
・
6
月
　
日
牙
・
7

21

23

月
7
日
牙
、　
日
蚊
・
8
月
　
日
牙
・

24

25

9
月
8
日
牙
、　
日
臥
・
午
後
1
時

24

　
分
～
3
時
（
受
け
付
け
午
後
1
時

30～
1
時
　
分
）。

30

■内 
講
習
、
マ
ッ
チ
ン
グ
、
引
渡
し
。

■費 
無
料
。

■申 
当
日
会
場
で
。

怯
飼
い
主
さ
が
し
の
会

　
犬
・
猫
の
欲
し
い
人
、
あ
げ
た
い

飼
い
主
さ
ん
と
の
出
会
い
の
場
で
す
。

■時 
6
月
　
日
蚊
、
7
月
9
日
臥
、
8

12

議
会

　「
広
報
い
ん
ざ
い
」は
、発
行
日
の
朝
刊
に
折
り
込
む
ほ
か
、市
の
公

共
施
設
や
駅
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
方
法
で
入
手

が
難
し
い
人
の
た
め
、自
宅
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
利
用
対
象
者
は
、市
内
に
住
ん
で
い
る
人
や
事
務
所
な
ど
に
限
り

ま
す
。希
望
す
る
人
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問 
広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
班（
緯
内
線
4
1
8
）。

そ
の
ほ
か

（5）平成28年（2016）5月15日号

献
 血

けんけつ
ちゃん

ごみの分別大事典シリーズH28－臼

「布類」の出し「布類」の出し方方
　これからの時季、「衣替えに合わせ衣類などを整理したい」という人も
多いかと思います。　不要となった古着やタオル、シーツなどの「布類」
は、中古衣料として輸出したり、工業用のぞうきん、自動車内装材など
にリサイクルできます。　「燃やすごみ」とはせず、「資源物」としての排
出にご協力ください。
【出し方】
　透明の袋、または指定袋（プラスチック製容器包装用）に大きく｢布｣
と書いて、「資源物」の収集日に出してください。衣類はボタンやファス
ナーなどを外す必要はありません。雨に濡れてしまうとリサイクルでき
ませんので、雨が降っていたら、次の収集日に出してください。
【布類に入らないもの】
　汚れているもの、異臭のするもの、わたの入っているもの、化学合成
繊維（ビニールのようなもの）、衣類以外の革製品、布団、枕、カーペッ
ト・じゅうたんなど。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線382）。

クリーン印西推進運動にご協力をお願いします

　毎年多くのみなさんが参加しています

 新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
人
へ

　「
広
報
い
ん
ざ
い
」
を

お
届
け
し
ま
す

大切な家族と学ぼう

月
6
日
臥
、
9
月
3
日
臥
・
欲
し
い

人
…
午
前
9
時
～
9
時
　
分
に
受
け

30

付
け
、
あ
げ
た
い
人
…
午
前
9
時
　30

分
～
　
時
に
受
け
付
け
。

10

■費 
無
料
。

■申 
随
時
（
予
約
制
）。

【
共
通
】

■場 
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
富

里
市
御
料
7
0
9
―
1
）。

■問 
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
緯

碓93 
5
7
1
1
）。

避難所を変更しました

※1　住家の全半壊、焼失、浸水で住居を失った人などのうち、避難が
必要な人を一時収容し、保護する
ための避難所。
※2　土砂災害警戒区域付近の市
民が一時避難するための避難所（船
穂小学校、宗像小学校は指定避難
所と兼用）。
■問 防災課防災班（緯内線452）。

牧の原小学校指定避難所 ※1

今回指定 船穂小学校、宗像小学校、大森ふれあい会
館、平賀地区構造改善センター

特別避難所
（土砂災害） ※2

武西集会所、大森青年館指定解除

新たな指定避難所、牧の原小学校
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夕
暮
れ
て
改
札
出
づ
れ
ば
寒
風
に
し
ろ
じ
ろ
と
咲
く
辛
夷
の
花
見
ゆ

小
倉
台
　
小
澤
　
芙
美
子
　

常
よ
り
も
大
き
音
に
て
ラ
ジ
オ
聞
く
夫
の
帰
宅
ひ
と
り
待
ち
つ
つ

大
　
森
　
　
小
島
　
綾
子
　

農
園
を
借
り
て
夫
が
作
る
も
の
不
揃
ひ
な
れ
ど
皆
味
の
良
し

美
　
瀬
　
　
瓦
井
　
タ
ミ
　

雨
の
中
ほ
の
か
な
香
り
に
立
ち
止
ま
る
垣
根
の
先
に
沈
丁
花
咲
く

竹
　
袋
　
　
久
保
木
　
朋
子

飛
び
交
ひ
つ
つ
鋭
き
声
上
げ
争
ひ
て
ゐ
た
る
鳥
去
り
庭
静
か
な
り

　
　
木
　
刈
　
　
河
合
　
央
子
　

山
畑
に
種
蒔
く
ご
と
く
飛
花
落
花

内
　
野
　
　
関
根
　
晴
美
　

声
冴
え
て
里
に
ひ
と
恋
ふ
初
音
か
な

大
　
塚
　
　
廣
島
　
直
之
　

白
髪
の
少
年
少
女
若
葉
風

小
倉
台
　
　
橋
本
　
祐
子
　

花
明
り
の
中
に
闇
あ
る
大
樹
か
な
　
　
　
小
　
林
　
　
池
田
　
恭
子
　

美
酒
汲
み
て
絆
深
め
し
春
の
宵

滝
　
野
　
　
大
友
　
清
子
　

掲載情報は平成28年4月25日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月20日締め切り（必
着）です。投稿は、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番
号を明記の上、広報広聴課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。
お買い物にはマイバッグを持参しましょう。

怯ゆずります情報

怯さがしています情報

臼五月人形渦ダイハツ　ミラ　純正スタッドレスタイヤ嘘テーブル用ベビー
チェア

臼補聴器渦木刈小学校体操服上下嘘しおん幼稚園女子制服上下唄鋳物製の羽釜
欝スピードラーニング初級1６巻テキスト付蔚布佐台幼稚園男子夏制服鰻ダイ
ニングテーブルセット姥きかり幼稚園女子制服体操服一式

床
を
踏
み
な
ら
し
跳
ぶ
姿
は
ま

さ
に
壮
観
で
す
。
途
中
で
失
敗

し
て
も
、
ま
た
全
員
で
跳
び
直

し
一
回
で
も
多
く
跳
ぼ
う
と
す

る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
熱
心
に
応
援
し
て
い
る
大
森

小
学
校
チ
ー
ム
の
お
母
さ
ん
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。「
娘
が

チ
ー
ム
の
回
し
手
と
し
て
3
年

目
。
肩
が
痛
く
な
る
ほ
ど
毎
朝

熱
心
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
選

手
全
員
で
協
力
し
成
長
す
る
姿

が
頼
も
し
い
」
と
の
こ
と
。

　
大
会
会
長
の
川
村
さ
ん
は

「
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

の
2
大
行
事
の
一
つ
と
し
て
相

談
員
全
員
で
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
養
い
成

長
し
て
い
く
姿
を
見
る
の
は
本

当
に
楽
し
い
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
今
年
の
優
勝
は
決
勝
で
　
回
71

を
跳
ん
だ
小
林
北
小
「
ユ
ニ

コ
ー
ン
」
チ
ー
ム
で
し
た
。

　
監
督
の
平
本
先
生
は
「
4
年

～
5
年
生
を
中
心
と
し
た
選
手

　
人
の
チ
ー
ム
で
毎
朝
　
分
熱

10

30

心
に
練
習
し
た
結
果
で
す
。
こ

　
1
月
　
日
松
山
下

31

総
合
体
育
館
で
青

少
年
長
縄
跳
び
大

会
（
印
西
市
青
少

年
相
談
員
連
絡
協

議
会
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
　
年
12

に
第
1
回
大
会
が
始
ま
り
、
今
年

で
　
回
目
を
迎
え
る
恒
例
行
事
で

16
す
。
今
回
の
参
加
チ
ー
ム
は
市
内

か
ら
　
、
白
井
市
か
ら
招
待
チ
ー

24

ム
3
の
合
計
　
チ
ー
ム
で
競
い
ま

27

す
。
ル
ー
ル
は
簡
単
で
　
秒
間
で

30

一
番
多
く
跳
ん
だ
チ
ー
ム
が
優
勝

で
す
。
予
選
は
上
位
　
チ
ー
ム
が

16

準
決
勝
へ
進
み
、
さ
ら
に
上
位
8

チ
ー
ム
が
決
勝
へ
進
み
ま
す
。

　
チ
ー
ム
は
小
中
学
生
に
よ
る
　10

人
～
　
人
で
編
成
さ
れ
両
端
に
各

15

1
人
の
縄
を
回
し
手
と
跳
び
手
が

息
を
合
わ
せ
縄
を
跳
び
ま
す
。

　
全
員
が
息
を
そ
ろ
え
足
を
上
げ

　
体
育
館
の
広
い
床
一
杯
に
息
を

そ
ろ
え
て
床
を
鳴
ら
し
て
跳
ぶ
縄

跳
び
チ
ー
ム
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
単
な
る
縄
跳
び
で
は
な
く

格
闘
技
の
一
種
で
あ
る
と
の
強
い

印
象
を
受
け
ま
し
た
。

れ
か
ら
も
ユ
ニ
コ
ー
ン
＝
一
角
獣

の
名
の
通
り
力
を
合
わ
せ
て
前
進

し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
い
言
葉

で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
大
会
最
高
記
録
の
　
回
に
は
届

93

か
な
か
っ
た
が
、
選
手
、
チ
ー
ム

の
気
持
ち
が
伝
わ
り
迫
力
満
点
な

大
会
で
し
た
。

優勝した小林北小学校「ユニコーン」チーム

広報レポーター： 村形 　
むらかた

 彰治 （小林北）
しょうじ

  迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十

迫
力
十
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分

　
第
　
回
青
少
年
長
縄
跳
び
大
会

16

　
印
西
総
合
病
院
（
牧
の
台
1
―

1
―
1
）
は
前
病
院
を
引
き
継
ぎ

平
成
　
年
3
月
1
日
に
平
成
福
祉

27

医
療
グ
ル
ー
プ
　
病
院
群
の
一
つ

26

と
し
て
開
院
し
ま
し
た
。
二
次
医

療
機
関
が
存
在
し
な
か
っ
た
印
西

市
に
と
っ
て
、
医
療

の
充
実
と
い
う
面
で

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
診
療
科
目
も
、
現
在
は
内
科
、

小
児
科
、
整
形
外
科
を
は
じ
め
外

来
9
部
門
を
開
設
、
入
院
部
門
は

医
療
療
養
病
棟
　
床
、
回
復
期
リ

60

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
　
床
、

40

4
月
か
ら
新
入
職
員
　
人
を
得
て
、

32

一
般
病
棟
　
床
を
開
設
し
計
1
3

35

5
床
を
有
し
、
夜
間
、
休
日
の
救

急
外
来
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
特
記
す
べ
き
は
、
高
い

循
環
器
領
域
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
、
日
本
の
ト
ッ
プ
を

誇
る
千
葉
西
総
合
病
院
と
の
提
携

が
始
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
三
角
和

雄
院
長
が
、
糖
尿
病
、
循
環
器
専

門
医
の
先
生
と
と
も
に
毎
週
診
療

を
し
て
い
ま
す
。
5
月
に
は
耳
鼻

 咽
喉
 科
の
開
設
を
予
定
し
て
い

い
ん
こ
う

ま
す
。
玄
関
を
入
る
と
病
院
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
よ
り
ホ
テ
ル
を
思
わ

せ
ま
す
。
施
設
は
新
し
い
病
院
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
あ
わ
せ
て
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
磁
気
共
鳴
画
像
装

置
（
M
R
I
）
の
設
置
や
デ
イ
ケ

ア
の
開
設
を
目
指
し
て
、
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
印
象

に
残
っ
た
の
は
、
小
児
科
の
施
設

で
す
。
待
合
室
や
ト
イ
レ
な
ど
、

受
診
す
る
子
ど
も
に
安
心
感
を
与

え
る
よ
う
な
内
装
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
子
ど
も
の
体
調
は

悪
い
け
ど
、
仕
事
は
休
め
な
い
」

な
ど
の
事
情
が
あ
る
と
き
利
用

で
き
る
病
児
・
病
後
児
保
育
ス

ペ
ー
ス
「
お
ひ
さ
ま
ル
ー
ム
」
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
階
の
病

室
前
の
廊
下
は
と
て
も
幅
が
広
く
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
院
長
の
原
崎
弘

章
先
生
は
、
心
臓
血
管
外
科
医
と

し
て
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
ク
リ
ニ
ッ
ク
正
教
授
を
務
め
、

多
く
の
心
臓
血
管
専
門
医
の
育
成

に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。
先
生
は

「
地
域
の
医
療
需
要
に
応
え
る
総

合
病
院
と
し
て
患
者
さ
ん
中
心
の

質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
い
き

た
い
。
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総

病
院
や
ほ
か
の
病
院
と
連
携
を
深

め
、
よ
り
高
度
な
医
療
が
受
け
ら

れ
る
病
院
を
目
指
し
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
住
み
よ
さ
ラ

ン
キ
ン
グ
日
本
一
の
本
市
に
と
っ

て
、
印
西
総
合
病
院
の
開
設
は
、

私
た
ち
、
市
民
に
と
っ
て
心
強
い

存
在
と
な
り
そ
う
で
す
。

■問 
印
西
総
合
病
院（
緯
碓33 
3
0
0
0
）。

　広報レポーター：
  泉 　
いずみ

 夏樹 （木下東）
な つ き 印西総合病院

平成27年3月1日に誕生しました
院長の原崎弘章先生（写真左上）

▼吹き抜けの空間から日差しが降り
注ぐ待合室

決戦に向け作戦会議中

▲小児科は明るく優しい雰囲気です

みんなが息を合わせてジャンプ
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